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◎会長挨拶－嵐　繁雄会長
　皆さん、こんにちは。本日は幹事と副幹事に所用

があり欠席されています。また、斉藤副会長も年度

末忙しくて欠席すると連絡がありました。ですので

私と星会長エレクトの 2名で例会を進行したいと思

います。コロナの感染者もここの所数日は前の週よ

り増加しております。第 7波が間もなく来ると報道

がされました。いわき市も増えたり、減ったりと少

なくなったと思ったらすぐ 80 名に増えいつも増えて

いるイメージです。3回目のワクチンもロータリーク

ラブの皆さんは大体お済みだと思います。出来るだ

け予防し感染しないように、また移さないよう気を

付けて下さい。そして 60 周年関係ですが、前からお

話をしているいわきＦＣサッカー教室の予定をたて

今現在準備している所です。日程は 5月 14 日（土）

南部アリーナを会場に行う予定です。今回サッカー

教室を行うにあたり、いわき市の後援をいただくよ

うに申請をしまして後援の通知をいただきました。

日時が近くなりましたらご協力していただく事もご

ざいますので宜しくお願いします。それと 60 周年記

念式典も 4月に入りましたら改めて出欠確認の通知

を差し上げたいと思っています。いろいろと予定が

変更になり、大変ご迷惑とご心配をお掛けしていま

すが、これもコロナということでご了承下さるよう

お願い致します。そして記念式典へのご協力を宜し

くお願いします。

◎幹事報告－星会長エレクト
 ・いわき分区よりガバナー公式訪

問の日程が届いております。今

年は 7月 6 日でかなり早いガバ

ナー公式訪問ですので、早急な

準備が必要と思っています。

 ・国際ロータリーから会員増強・ロータリー情報委

員会セミナー開催案内が届いています。同じく次

年度の役員報告も来ています。

 ・福島民報社から広告掲載の請求書、いわき市から

少年サッカー教室の後援通知、米山記念奨学会か

ら館報が届いております。

◎各委員会報告
◇出席委員会－星会長エレクト
　本日の出席状況は下記の通りです。

◇スマイルボックス委員会－小澤啓一小委員長
 ・会員スピーチ「会報委員会」の皆様よろしくお願

いします。嵐会長、星会長エレクト、髙萩、鈴木（敏）、

鈴村、冨澤、白井、小澤、木村（義）、湯目、渡邉

公平パストガバナー、木村（博）、佐藤各会員

 ・本日早退ごめんなさい。　 吉野（嘉）、柏原各会員

　会員卓話
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 いわき勿来ロータリー・クラブ

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために
ロータリーソング　奉仕の理想
－今月は水と衛生月間です－

4つのテスト
　　　　鈴木敏広　会員

出席状況 正会員数 40 名 カード出席 2 名
本日出席会員数 25 名 本日の修正出席率 71.17％

◎会員卓話－クラブ会報委員会
　　　　　　　　　遠藤　洵  小委員長

　皆さん、こんにちは。クラブ会
報委員会小委員長の遠藤です。ク
ラブ会報委員会は私と影山会員、
赤津会員で編成されていますがお

二人が欠席されていますので私 1人でお話をさせて
いただきます。私は現在福島民報社勿来支局長とし
て丸 2年働いております。来月 4月の移動にも引っ
掛からなかったので来年度も皆さんと一緒に頑張り
ますので宜しくお願いします。私の出身は白河市で
す。実家は日本そば屋を経営しております。白河駅
前に店を構えていましたが、最近は新白河駅の近く
に移転しましてそば屋をやらさせていただいていま
す。親戚一同で経営しており、私の父が副社長で伯
父が社長をしてまして飲食店組合に入っているとい
うことで以前越田和さんにお世話になっていますと
お話をさせていただきました。白河一小、白河中央
中、白河高校と進み白河高校で3年野球をやりました。
私は甲子園に行けませんでしたが、従兄弟が 3人甲
子園に出場しております。2人が仙台育英、1人は日
大東北で行っています。高校 3年の夏に足の靱帯を
断絶してしまい出場出来無かったんですが、その時
新聞に3年間の努力を取り上げていただいたのが切っ
掛けで新聞業界に興味を持つようになり神奈川の文
教大学へ進学し 4年間学びました。しかし、2年生が
終る時に震災が発生し当時茅ヶ崎にいましたが震度
5強の揺れで大学に一生懸命避難所を作った記憶が
あります。東北本線も動いておらず実家へ帰ること
も出来ず父から店の食器類がメチャクチャになって
いる画像が送られて来ました。その時大学で何か出
来ないかとボランティアサークルを立ち上げて神奈
川のボランティアセンターを通じて被災地支援へ学
生 40 名と歩いたのを覚えています。その中でメディ
アの大事さ宮城県の新聞は紙新聞を作り毎日情報を
発信したりとか、私が勤務する福島民報も毎日手作
業で避難所へ新聞を届けている状況を目にして地元
の為に新聞社で働きたいという思いが新たに芽生え
て参りましてそこから就職活動を一生懸命やって今
の会社に入社することが出来ました。入社した時は
被災地報道に関わる事は無く、営業部門で仕事をし
ており企業の皆さんを周り新聞広告を使ってＰＲを
して企業に貢献出来ればと思い仕事をしていました。
福島市で 2 年、会津若松で 4 年、郡山で 1 年そして
8 年目に勿来支局に移動して参りました。支局長の
私 1人で仕事をしていますので助けてくれる人もい

なければ作業も広告ばかりでは無く、取材へ行って
記事を書いて新聞購読のお願いをしています。最初
は記事の書き方もわからず毎日いわき支社へ行って
報道部長に赤ペンで真赤になるまで書いてもらって
いましたが、2年過ぎると自分の書きたい記事を自分
の思いで書けるようになって来て、この 1年やりが
いを感じています。その間震災 10 年ですとか福島 11
年があり震災報道もこの浜通りに居ながらまた双葉
町がまだ全町避難していて役場が植田にあることも
含め双葉町、浜通りの復興ということに携わる機会
が多いので中通りの人間ですが、気持ちは浜通りの
人間として被災地いわき、双葉の復興の為に一生懸
命何が出来るか取り組んでいるところです。福島民
報社は今新聞作りだけでは無く、地域作りを重視し
ており今年度日本製紙さんが受賞されましたが、ふ
くしま産業賞という賞を県と一緒に作らせていただ
き地域の魅力ある企業を発掘して一緒に地域を盛り
上げて行こうという地域作りの活動も行っています。
コロナ禍で暗いニュースばかりなので明るいニュー
スもご紹介したいと思います。
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